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こぐまのクーク物もの語がたり




バースデーパーティー








かさいまり・作／絵
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　クークの 木きをさがす







　北きたのはずれに、『ろくごう』という森もりがある。

　夏なつのはじめ、こぐまのクークは、父とうさんと、さんぽしていた。

「クーク、遊あそぼうか」

「うん」

　クークは、父とうさんと遊あそぶのが、うれしくてたまらない。

「この森もりの中なかに一いっ本ぽんだけ、クークの木きがある」
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「ぼくの木き？」

「そうだよ。父とうさんがクークに

　ぴったりの木きをさがしておいた。

　その木きに会あいに行いくぞ」

「うん、会あいに行いく」

　そばには、大おおきな切きりかぶ。
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「この切きりかぶが、しゅっぱつ点てんだ」

　クークは、わくわくしてきた。

「じゃあ、目めかくしをしよう」

　父とうさんは、自じ分ぶんのバンダナをとって、

　クークに目めかくしをした。

「まっくらだあ」

「いいって言いうまで、目めかくしを、

　とっちゃだめだよ」

「うん。目めかくしとらない」
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　なんにも見みえなくなったクークは、

　父とうさんと、しっかり手てをつないだ。

　おそるおそる、足あしをふみだした。

　歩あるきだしたとたん、クークは、

　父とうさんの手てを、

　ぎゅっと強つよくにぎった。

「父とうさん、ぼくこわいよ」

　見みなれた森もりの中なかも、暗くらやみで歩あるくと、

　空そらの上うえをただよっているような気きがした。

「だいじょうぶだよ。ゆっくり行いくから。

　父とうさんが言いうことを、よく聞きいているんだよ」

「うん。よく聞きく」

「クーク。左ひだりのほうに、三さん本ぼんの細ほそい木きがあるぞ」

「細ほそい木きだね」

「ここで止とまって。前まえのほうに手てをのばしてごらん。

　切きりかぶがあるぞ」

　クークは、そっとそっと、手てをのばしてみた。
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「あっ、ほんとだ。大おおきい切きりかぶ」

　また、少すこし歩あるいた。

「右みぎに、緑みどりのコケが、びっしり生はえた木きがある」

「ふーん。緑みどりのコケ！」

　ゆっくりゆっくり歩あるく。

「おっ、木きがたおれているなあ」

「木きがたおれている！」

　クークは、ひとつひとつおぼえていく。

「ぼく、まっくらを歩あるいてるけど、

　いっぱいそうぞうできるよ」
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「そうか。左ひだりのほうに、ヤマグワがたくさんあるな」

「ヤマグワ！　父とうさん、ジャム作つくるんでしょ」

「そうだな。もうすこしたって、あまくなったらな」

　父とうさんが、クークとにぎっていた手てをはなした。

「さあ、クークの木きについたぞ」

　クークは、目めかくしをしたまま、

　そおっと、木きにさわった。
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「はじめまして」

「クーク。右みぎ手てをのばして、

　上うえのほうをさわってごらん」

「あっ、枝えだがある」

「こんどは左ひだり手て」

「あっ、ちょっと下したのほうにも枝えだがあるよ」

「葉はっぱをさわってごらん」

　クークは、枝えだの先さきを手てさぐりでさがして、

　葉はっぱにふれた。

「わあ。葉はっぱ、ぎざぎざしてる」

「それから？」

「えっとお、枝えだから、いきなり葉はっぱだよ」

　こんどは、みきをりょううでで、かかえながら、

　ぐるっと、ひとまわり。

　顔かおをぺたっと、みきにくっつけた。

「父とうさん、ぼくの木きって、そうぞうできたよ。

　もう、目めかくしとってもいい？」

「だめだめ。そのまま、さっきの

　切きりかぶのところまで、もどるぞ」

　父とうさんは、またクークの手てをとって、ゆっくり歩あるいた。

「父とうさん、もしも手てをはなしたら、

　すっごくすっごく歩あるくのこわいよ」

「そうだなあ」

　切きりかぶのところにつくと、クークは、

　ようやく目めかくしを、はずしてもらった。

「うわぁ」

　森もりじゅうの緑みどりが、クークの目めにとびこんできた。

「さあ。クークの木きに会あいに行いけるかな？」

「うん」

　クークは、うれしくて、どきどきしながら歩あるきだした。

　父とうさんの言いってたことを思おもいだしながら。

「あっ。三さん本ぼんの木き、あった！」

　きょろきょろさがす。

「緑みどりのコケ……たおれた木き……」

　どんどん行いくと、

「あっ」

　クークは、一いっ本ぽんの木きの前まえで立たちどまった。

　目めをつむって、みきにふれてみた。

　だきついた。
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「父とうさん。ぼくの木きだよ」

「あたり！　よくわかったな。

　これは、ミズナラの木きだ」

　クークは、葉はっぱをさわりながら、

「そうなの……」と、つぶやいた。

「クーク、どうした？」

「あのね。形かたちや色いろを見みながら、さわるより、

　さっき、目めかくしして、さわった時ときのほうが、

　葉はっぱが、やわらかいの。やさしかったよ」
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「そうか。すごい発はっ見けんだな」

「うん。ふしぎだね」

「クークとおんなじで、

　このミズナラも、どんどん大おおきくなるぞ」

「うん。楽たのしみだなあ。ぼくの木き！」

　クークは、もういちど、木きにだきついた。
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　　プレゼントは なあに？







　クークの家いえは、『森もりのキッチン』というレストラン。

　今日きょうは、レストランが休やすみなので、父とうさんものんびり。

　たくさん遊あそんで、家いえに帰かえると、

　[image: ]母かあさんが、昼ひるごはんを作つくってまっていた。

　いろんなおにぎりと、やさいたっぷりのみそしる。
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　クークは、うめぼしと、やきたらこの入はいったおにぎりを食たべた。

　食たべおわると、父とうさんが、だいどころに行いった。

　じゃがいもをうすく切きって、油あぶらであげる。

　あっという間まにできたポテトチップ。

「ぼく、ポテトチップって、

　何なんまいでも食たべちゃうよ」

「食たべだすと止とまらないだろ？」

「うん」

「そうだ、ひらめいたぞ。

　ちょっと食たべるのをまっててごらん」

　[image: ]父とうさんは、いちごジャム、ブルーベリージャム、

　りんごジャムをテーブルにならべた。
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　バニラアイスクリームを、

　三みっつのうつわに入いれて、

　レンジでとかすと、

　そこにそれぞれのジャムを入いれた。
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「よーく、かきまぜてくれるかな」

　クークは、ねんいりにかきまぜた。

「よし。〝とろとろアイス〟のできあがりだよ。

　ポテトチップで、すくいながら食たべるんだ」

　クークは、さっそく食たべてみた。

「父とうさん、すごくおいしい」

「とろとろアイスがのこったら、

　れいとうこでかためると、〝ジャムアイスクリーム〟にへんしんだよ」

「へぇ。ぼく、それも食たべたい」

　母かあさんも、

「おいしくて、顔かおがとろろんするわ」

　と言いいながら、何なんまいも食たべている。

　冷つめたいミルクを飲のみながら、クークもたくさん食たべた。

　父とうさんが、カレンダーを見みながら、

「クークのたんじょう日びプレゼントを考かんがえているんだけれど……」

　と、つぶやいた。

「え？　プレゼント？　やったあ！」

「そうだなあ。クークは大おおきくなったし、作つくってみようか。

　サーハやゲンゲンも、いっしょに遊あそべるし」

「父とうさん、なんのこと？」

「なんだと思おもう？」

「えっとお、みんなで遊あそべるものでしょ。

　ぶらんこ？」

「はずれ！　たんじょう日びに間まに合あうように作つくってみるか」

　クークは、父とうさんの手てをひっぱりながら、
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「なあに？　なあに？」

「ツリーハウスだよ」

「うわあ～」

　クークは、びっくりして、りょう手てを頭あたまにのせた。

「あ、あのさ。木きの上うえに作つくる家いえのこと？」

「そうだよ。みんなで遊あそべるツリーハウスだ。

　『ひみつきち』みたいだろ？」

「ああ、どうしよう」

　クークは、さか立だちをした。
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　すぐ、たおれてしまったけれど、

　それでもまた、さか立だちをした。

　うれしすぎて、そこらへんじゅう、

　はねまわって、手てをばんばんたたいた。

「ツリーハウス！　ツリーハウス」

　クークは、母かあさんにだきついた。

「母かあさん、ツリーハウスだよ」

「よかったわね。楽たのしみね」

「ねえ、父とうさん。どこに作つくるの？」

「『フクロウの森もり』なら、ちょうどいい木きがありそうだ」

「ぼく、たくさん手てつだうよ」

「そうか。たよりにしてるぞ」

　クークは、たよりにされてると思おもったら、

　ますます、うれしくなった。




　クークは、走はしって、『とり沼ぬま』へ行いった。
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　とり沼ぬまの水みずは、わき水みずだから、いつでもおいしい。

　ごくごく飲のんだ。

　こぎつねのゲンゲンと、こうさぎのサーハの声こえが聞きこえる。

「サーハ！　ゲンゲン！」

「おーっ。クーク、遊あそぼうぜ」

「あのね。父とうさんが、みんなで遊あそべる

　ツリーハウスを作つくってくれるって」

「ええ、本ほん当とうか？」

「クークすごいわ」

　みんな、大おおはしゃぎ。
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「いつ作つくるんだ？」

　ゲンゲンは、そわそわしてきた。

「早はやく、クークの父とうちゃん作つくんないかなあ。

　ああ、おれ、まつのって、にが手てぇ」

「ふふ。あのね、ぼくのたんじょう日びに

　間まに合あうように、作つくるって言いってたよ」

「なあんだ。今日きょうじゃないのかあ」

「でも、ツリーハウスをどこに作つくるか、

　その木きをさがすんだって。だからぼく、手てつだうんだ」

「おれも手てつだっていいか？　おもしろそうだもの」

「わたしも手てつだいたい」

「うん。いっしょに手てつだおう」

「どの木きに作つくるか、さがしに行いこうぜ」

「行いこう」

「おい、クーク。どんな木きをさがせばいいんだ？」

「えっとね、三さん本ぼんの木きが、ちょうどよく、

　立たってるのをさがすんだって」

　クークは、地じ面めんに枝えだで、三さん角かくの図ずをかいた。
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「ふーん。じゃあ、しゅっぱつ！」

　みんなで、さがしまわった。

「水みずを飲のみに行いくから、とり沼ぬまの近ちかくがいいわ」

「見みはらしがいいとこがいいぞ」

「さがすのも楽たのしいね」

　思おもい思おもいのツリーハウスを

　そうぞうしながら、さがした。

　きょろきょろ、上うえばかり見みているから、モズが声こえをかけてきた。
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「なに、さがしてるの？」

「あのね、ぼくたちの家いえが、木きの上うえにできるんだよ」

「まあ、鳥とりみたい！」

「へへっ、すごいだろう」

　ゲンゲンが、じまん気げに言いった。

　鳥とりが、たくさん集あつまってきて、大おおさわぎ。

「わたしたちも遊あそびに行いってもいい？」

「いいよ。みんな来きていいよ」

　と、クークは手てを大おおきく広ひろげて言いった。

「きっと、森もりじゅうの鳥とりに広ひろまるわ」

　サーハが、くすっとわらった。

「おい。鳥とりが全ぜん部ぶ入はいってきたら、

　おれたち、いる場ば所しょなくなるぞ」

「じゃあ、じゅんばんに入いれてあげよう」

　その時とき、サーハが目めの前まえの木きを見み上あげた。
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「ねぇ、この三さん本ぼんの木き、いいと思おもうわ。

　枝えだも、同おなじくらいの高たかさにあるもの」

「ほんとだ。木きと木きの間あいだも、これくらい

　広ひろかったら、ツリーハウスが作つくれるね」

　クークは、三さん本ぼんの木きの間あいだを、一いっ歩ぽ二に歩ほと歩あるいてみた。

　サーハもゲンゲンも、三さん角かく形けいをなぞるように、

　ぴょんぴょんと、歩あるいてみた。

「どんな家いえが、できるのかな」

「ドアもまどもあるのかな」

「屋や根ねは、三さん角かく屋や根ねが、かわいいわ」

「そしたら、屋や根ねの先さきっぽに、おれたちの

　目めじるしをつけようぜ」
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「遠とおくからも、わかるように！」

「おやつも食たべられるぞ」

「ぼく、おひるねしようっと」

「屋や根ねには、まどもあって空そらが見みえるの」

「ぼくたちの家いえだね」

「なんか、わくわくするな」

　みんなで、ぴょんぴょんしたり、

　地じ面めんを、ごろごろころがってみた。




　その夜よ。

　クークは、部へ屋やのまどをあけた。
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「ねえ、お月つきさま、もうすぐ、ぼくのたんじょう日びなの。

　たんじょう日びって、一いち年ねんに一いっ回かいしかないんだ。

　とくべつな日ひなんだよ……」

　大おおきな雲くもが、ゆっくり月つきをよこぎった。







　　みんなで ツリーハウスを作つくる







　ツリーハウスは、クークたちが見みつけた木きの上うえに、

　作つくることになった。

　毎まい日にち、少すこしずつ、父とうさんは、ロープ、板いた、丸まる太たをはこぶ。

　クーク、サーハ、ゲンゲンも手てつだって、行いったり来きたり。

「ロープをいっぱい使つかうの？」

　と、クークが聞きいた。

「ツリーハウスをのせる木きは、生いきているから、

　くぎやボルトをうちこまないで、

　ロープを使つかうんだよ」

「そっかあ。おれも、うでに、くぎうたれて、

　生いきるのは、いたいもんな」
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　ゲンゲンは、うでをさすった。

「ざいりょうは、ほとんどそろったから、明日あした作つくろう！」

「うわあ、やったあ」

　みんな、思おもい思おもいのツリーハウスをそうぞうした。




　つぎの日ひ。

　[image: ]朝あさ日ひのいっぱいさしこんだ部へ屋やで、朝あさごはん。

　あたたかいミルク。

　トマトとブロッコリーのサラダ。

　やきたてのロールパンに、

　たっぷりのはちみつ。

　きのことチーズのオムレツ。

[image: ]

　クークは、ヨーグルトに

　ブルーベリーソースをかけた。

　朝あさごはんをすませると、

　父とうさんは、頭あたまにバンダナをまいた。

　クークも、まねをして、まいた。

「さあクーク、行いくぞ」

「うん」

　ぎゅっとまいたバンダナが、

　クークを、もっとやる気きにさせた。
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　フクロウの森もりへ向むかう。

　小お川がわでは、せせらぎが、光ひかりと遊あそび、

　ツルアジサイは木きにからまって、花はなをさかせている。

「木きが、おしゃれしてるみたいだね」

　クークは、目めを細ほそめた。

　その時とき、キビタキがクークの目めの前まえにとんできて、

　枝えだにとまった。

「クーク、森もりじゅうの鳥とりが知しってるよ。

　ツリーハウスを作つくるんだって」

「うん」

「楽たのしみだね。早はやく見みたいな」

「できあがったら、遊あそびにきてね」

「もちろん、おじゃまさせてもらうよ」

　フクロウの森もりで、サーハとゲンゲンが、

　手てをふって、まっていた。
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「あれ？　ゲンゲンの父とうさんがいる」

　ゲンゲンが、かけよってくると、

「父とうちゃんに言いったらな、

　クークの父とうちゃんだけじゃ、

　たいへんだから手てつだうってさ」

「楽たのしそうなので、わたしにも

　手てつだわせてください」

　ゲンゲンの父とうさんも、頭あたまにバンダナをまいて、

　道どう具ぐばこをかかえていた。

　クークの父とうさんは、大おおよろこび。

　さっそく、木きを見みながら父とうさんどうしの話はなしあい。

　土ど台だい作づくりがはじまった。

　三さん本ぼんの木きの枝えだのつけねに、

　木きをまもるための布ぬのをまいた。

　その三さん本ぼんの木きと木きの間あいだに、太ふとく長ながい丸まる太たをのせて、

　ロープで、しっかりしばりつけた。
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　そこへ、丸まる太たをびっしりとしいた。

　父とうさんたちは、てきぱきとはたらいて、

　土ど台だいができあがった。

　ロープと丸まる太たで、はしごも作つくった。

「うわぁ、はしごだ」

　ゲンゲンが、とびのって、ぶらぶらした。

　まだ、しっかり止とまっていなかったので、

　はしごは外はずれて、ゲンゲンはほうりだされた。
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「こら、ゲンゲン！　まだ、できあがってないんだぞ」

　ゲンゲンの父とうさんの大おおきな声こえ。

「ごめん、父とうちゃん」

[image: ]

　ゲンゲンは、おしりをさすりながら、言いった。

　クークもサーハも、くすっとわらった。

「はしごは、ぶらんこじゃないぞ。

　ちゃんと使つかえないなら、ツリーハウスは、

　ゲンゲンには、まだむりかな」

「ごめんよーっ。もうふざけないから。

　ちゃんとするから」

　ゲンゲンは、しかられて、

　しゅんとなったけれど、

　少すこしたつと、もう元げん気きいっぱい。

「ぼく、はしごって、下おりるのこわいな」

　クークは、ちょっと、ぶるっとした。
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「だいじょうぶだぞ。おれ、クークが下おりる時ときは、

　はしごが、うごかないように、おさえてやるから」

　クークは、はしごを見み上あげた。

「ありがとう。ぼく、れんしゅうするよ」

　まわりの木き々ぎでは、鳥とりたちが、にぎやかに、

　おしゃべりしながら、できあがりをまっている。

　クークたちも、しっかりした枝えだを見みつけたり、

　板いたをはこんだり。

　家いえのわく組ぐみはできあがり、

　のこぎりで丸まる太たを切きり、長ながさをそろえて、

　かべを作つくっていく。小ちいさなまども作つくった。

　屋や根ねは、三さん角かく屋や根ね。

　クークの父とうさんは、力ちからもちだから、

　丸まる太たをかついだり、

　ロープを、ぎゅっとしめたり。

[image: ]

　ゲンゲンの父とうさんは、身みがるに、

　いどうしながら、板いたをはめこんだり、

　高たかい所ところにのぼったり。

「なんだか、楽たのしいなあ」

　と、ゲンゲンの父とうさんが言いうと、

「こどもみたいに、わくわくしますね」

　と、クークの父とうさん。




　そして、ツリーハウスは、ついに、できあがった。

　みんな、手てをたたいて、とびはねる。

「ツリーハウスは、生いきている木きの上うえにあることを、わすれないように」

　と、父とうさんが言いった。

「うん。木きにもあいさつするよ」

「さあ、みんな、上あがってごらん」

「これからよろしくおねがいします」

　と、クーク、サーハ、ゲンゲンは、木きに、ぺこりとおじぎをした。

　それから、はしごをのぼった。

　下したを見みおろして、びっくり。

「ひゃあ、高たか～～い」

「うわぁ、すごいなあ」

「父とうさんたちが小ちいさく見みえる」

「わたしたちの家いえだわ」

　みんなのうれしそうな顔かおを見みとどけて、父とうさんたちは、帰かえって行いった。

　クークたちは、まどから顔かおを出だして、きょろきょろ、きょろきょろ。
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「木きになったみたい！」

「うん。ふしぎだね、空そらが近ちかくなったみたい」

「風かぜや葉はっぱのおしゃべりも、近ちかくなったみたい」

　小ちいさな家いえ、たったひとつの部へ屋やは、

　クークたちのお城しろになった。

「おれ、おやつもってくるぞ」

「わたし、ここで本ほん読よみたいわ」

「ぼく、おひるねしたい」

　鳥とりたちも遊あそびに来きて、ツリーハウスは、

　わらい声ごえがあふれた。
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　　すてきな けいかく







　つぎの日ひ。

　ツリーハウスで、たくさん遊あそんで、クークは、家いえに帰かえると、

　[image: ]父とうさんが、生なまクリームを、あわだてていた。

　バナナといちごが切きってある。

「父とうさん、なに作つくってるの？」

「フレンチトーストのケーキだよ」

「うわっ、おいしそう」

　父とうさんはパンを四よっつに切きってから、

　フレンチトーストにした。

　それを、サンドイッチのように

　かさねて、その間あいだには、生なまクリームと

　バナナといちご。

　いちばん上うえには、生なまクリームを、

　ぐるんとしぼって、デコレーション。
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「さっ、〝フレンチトーストケーキ〟の

　できあがり」

　大おおきめのおさらに、くずれないように置おいて、

　ミントの葉はをそえた。

　父とうさんと母かあさんは、こう茶ちゃ。

　クークは、はちみつミルク。
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「ふんわりやわらかくて、おいしいね」

　食たべながらの話はなしはツリーハウス。

　母かあさんは、まだ見みていないから、

　クークは、一いっ生しょうけんめい教おしえてあげた。

「ぼくたちも、ちゃんと、お手てつだいしたんだよ」

「なあ、母かあさん、クークのたんじょう日びに、

　みんなをしょうたいして、パーティーをしようか」

「まっ、いいわね」

「ゲンゲンとサーハを呼よんでいいの？」

「もちろんよ」

「ゲンゲンの父とうさんと母かあさん。

　サーハの父とうさんも、ごしょうたいしよう。

　場ば所しょは、森もりの中なか。

　ツリーハウスのそばだ」

「なんだか、すごいや」
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「クークの、たんじょう日びだもの。

　うれしいわ」

「ぼくのたんじょう日びって、

　母かあさんもうれしいの？」

「そうよ。いちばんうれしいのは、

　クークが生うまれたこと。

　だから、たんじょう日びのたびに、

　生うまれてきてくれて、

　ありがとうって思おもうのよ。

　父とうさんも、母かあさんも、クークから、

　たくさん〝うれしい〟をもらっているの」
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「ぼく、遊あそんでばっかりだよ。

　それでも、ぼくは〝うれしい〟をあげてるの？」

「たくさんね」

　クークは、うれしそうに目めを細ほそめた。




　庭にわで遊あそんでいると、

　きつねのゆうびんやさんが、手て紙がみをもってきた。
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「クーク、こんにちは。父とうさんにだよ」

「うん、ありがとう」

「クークも、見みるたびに大おおきくなるなあ」

「そうかな。ぼく、わかんないよ」

「ははは。今いまに、父とうさんみたいな

　大おおきなくまになるよ」

「そうなったら、うれしいけど。

　あのね。ぼく、あさって、

　たんじょう日びなんだよ」

「そりゃ、おめでとう。

　こどもの時ときのたんじょう日びは、とくべつだよ」

「おじさんも、とくべつだったの？」

「もちろん。バースデーケーキが、まちどおしくてなあ」

「ふふ。ぼくとおんなじ」

「クークの父とうさんが作つくる

　バースデーケーキは、さいこうだろうなあ」

「うん。だから、すごーく楽たのしみ」

　ゆうびんやさんは、手てをふって帰かえって行いった。

　手て紙がみは、父とうさんのいとこからだった。
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「けっこん式しきのしょうたいじょうだよ」

「まあ、うれしいわ」

　クークは、しょうたいじょうを

　のぞきこんだ。

「ぜひ、いらしてくださいって、書かいてあるよ」

「クークもだよ」

「え？　ぼくも、

　けっこん式しきに出でられるの？」
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　クークは、びっくり。

「しょうたいじょうをもらうって、

　うれしいことなんだね。

　父とうさん、ぼくも、たんじょう日びの

　しょうたいじょう、作つくってみたい。

　ゲンゲンとサーハに出だすんだ」

「いい考かんがえだね。作つくってごらん」

　クークは部へ屋やにもどると、

　しょうたいじょうを作つくりはじめた。

　書かいては消けし、書かいては消けし、

　なんども書かきなおした。
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「ぼく、作つくるの好すきだけど、しっぱいばっかり」

　ようやく、ゲンゲンとサーハへの

　しょうたいじょうが、できあがった。
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　しょうたいじょうは、くるくるっとまいて、

　リボンでむすんだ。
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　それから、フクロウの森もりへ走はしった。

　ツリーハウスのはしごをのぼって、

　家いえの中なかに入はいってみた。

　できたての木きのにおい。

　ごろんと、ねた。

「木きに、だっこされてるみたい」

　うとうとしていると、

　ゲンゲンとサーハがのぼってきた。

「おっ。クーク、さっそくねてるぞ」

「うん、いい気きもちだよ。

　あのね、これどうぞ」

　クークは、ていねいに、

　しょうたいじょうをさしだした。

「なあに？」

「なんだ、なんだ」

　リボンをほどいて、手て紙がみを読よんだ。
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「うわあ、パーティーの

　しょうたいじょうだわ」

「すっげえ。おれ、しょうたいじょうって、

　生うまれてはじめて、もらったぞ」

「わたしも、はじめてもらった」
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「なんか、どきどきするな」

「そうね、大人おとなになったみたい。

　父とうさんもよばれてる。

　きっとよろこぶわ」

「おれの父とうちゃんと母かあちゃんも、

　よばれてるぞ」

　サーハもゲンゲンも、大おおよろこび。

　屋や根ねのまどから四し角かくい空そら。

　いつも見み上あげていた葉はっぱが、

　手てをのばすと、とどく。

「おい、このツリーハウスに

　名な前まえつけようぜ」

「さんせい！」

「あのね、森もりの中なかにあるから、もりもり小ご屋や！」

「森もりのひみつきち、どうだ？　どうだ？」

「ぼくは、三さん角かく屋や根ねの三さん角かく城じょうがいいな」

「葉はっぱにかこまれてるから、

　葉はっぱのお城しろって、どうかしら？」

「わくわくハウス、どうだ？　どうだ？」

「空そらに近ちかいから、空そらの家いえ！」

「おっ、それいいな」

「ぼくも、いいと思おもう。

　空そらの家いえ……すてきだね」

「きまり！

　今いまからここは、空そらの家いえだ」

「ぼく、板いたに『空そらの家いえ』って、書かいてくるね。

　入いり口ぐちにくっつけるの」

「いいぞ、いいぞ」

　みどりのすきまから見みえる空そらの家いえ。
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　みんなは、帰かえりながら、何なん度どもふりかえった。







　　音おとを 絵えにする







　屋や根ねの先さきっぽにつけた、プロペラが、

　カラカラと、気きもちよさそうな音おとをたてている。
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　いつも聞きいている葉はっぱのざわめきも、

　近ちかくの小お川がわの音おとも、『空そらの家いえ』から聞きくと、またちがう感かんじがした。

　サーハが、紙かみとえんぴつを、ふくろから取とりだした。

「ねえ、『音おとの絵え遊あそび』しようかと思おもって、もってきたの」
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　クークも、ゲンゲンも、

「やろう、やろう」

　紙かみとえんぴつを、

　それぞれもって、はしごを下おりた。

「できあがったら、空そらの家いえに

　しゅうごうだぞ」

　みんな、それぞれ森もりの中なかへ、

　ちらばった。

　クークも、森もりのおくへ入はいって、

　たおれた木きにすわった。

　音おとの絵え遊あそびは、目めをつむって、鳥とりの声こえや、

　風かぜのふく音おと、葉はのざわめきとか、

　いろいろな音おとを、絵えにする遊あそびだ。

　クークは、目めをつむって、葉はと葉はのおしゃべりする音おとを聞きいた。
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　ザザザザッザッザザザ。

　それを、絵えにした。

　セミの鳴なき声ごえを聞きいた。

　ミョーケン　ミョーケ　ミョーケ

「音おとは見みえないから、おもしろいなあ」

　アカゲラだ。

　キョッ　キョッ　キョッ

　いろんな音おとを絵えにした。
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　ぽてっ。

　ゲンゲンの頭あたまの上うえになにかが落おちた。

　さわってみると、

「うわっ、きったねえ。鳥とりのふんだ。

　あっ、この音おと、絵えにしようっと」

　また、きょろきょろすると、

　ヘビが、ガサガサ、草くさむらへ入はいっていく。
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　いきおいよく絵えをかくから、紙かみからすぐ、

　はみだしてしまうけれど、おかまいなし。

　ぶぶっ、ばーっ、ぶっ。

「おれのおならだ。これも、かいちゃえ」
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　サーハは、目めをつむって、小お川がわのせせらぎを聞きいていた。

　とぎれることのない、やわらかな音おと──。
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　たくさん聞きいて、ぱっと目めをあけると、絵えにした。

　小こ石いしを川かわに、なげいれてみた。

　パシャン！

　わが小ちいさくできて、せせらぎがのみこむ。

　ひとつひとつ、よく聞きいて声こえに出だしてみた。

　言こと葉ばにならない音おと、文も字じに書かけない音おとも、

　絵えになることを、感かんじた。

「毎まい日にちやっても、毎まい日にちちがう絵えになると思おもうわ」

　サーハは、つぶやきながら森もりの音おとを聞きいた。
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　えがきおわると、

　空そらの家いえにあつまった。

　それぞれのかいた紙かみを

　見みせあって、

「わっ、なにこれ？」

「ぴったり！」

「絵えを見みただけで、音おとがうかぶね」

「これ、おもしろーい」
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　見みせあった絵えは、

　みんなちがう。

　空そらの家いえは、わらい声ごえがいっぱい。

「ゲンゲンの絵えは、なんか、

　ばくはつしてるみたい」
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「そっかあ。おれ、

　絵えにも元げん気きが出でてるのかな」

「ゲンゲンは、いつも元げん気きだから、

　ゲンゲンなの？」

「そうだぞ。

　父とうちゃんが、おれ、生うまれた時とき、

　いつも元げん気きでいてほしいから、

　ゲンゲンにしたんだって」

「ぴったりの名な前まえだわ」

「サーハは、どうしてサーハなんだ？」

「サーハって、物もの語がたりの

　くりかえしっていう意い味みなの」

「なんか、むずかしいけど、かっこいいね」

「クークは？」

「えぇー？　ぼく、

　どうして、クークなのかなあ」

「なんだ、聞きいたことないのか？

　だけどさあ、名な前まえって、たくさんあるのに、

　その中なかから、一いっこだけつけるんだぞ。

　どうして、ぴったりの名な前まえがつくのかな」

「名な前まえが、ぴったりになってくるのよ」

「じゃあ、ぼくは、クークがぴったりに、

　なってきてるんだね。うれしいな」

「クークの意い味みがわかんなくても、

　うれしいのか？」

「うん。だって、

　この名な前まえ、好すきなんだもん」
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　たくさん遊あそんで家いえに帰かえった。

　[image: ]夕ゆうごはんの、きのこのスパゲッティには、

　きざんだのりが、たっぷりとのっている。

　そして、コーンスープと、

　ポテトサラダ。

　夕ゆうごはんがおわると、

　[image: ]父とうさんが、デザートを作つくりはじめた。

「父とうさん、

　バナナで、なに作つくるの？」

「やきバナナだよ」

[image: ]

　バナナを切きって、

　オーブントースターで、やいた。

「たいへん、バナナのかわ、

　黒くろくなっちゃったよ」

「だいじょうぶ。

　かわと中なか身みがはなれただろ？」

　父とうさんは、とりだしてさました。

　その間あいだに、生なまクリームをあわだてて、

　きざんだチョコレートをまぜあわせた。

　さめたバナナを、おさらにのせて、

　その上うえに、生なまクリームをかざって、できあがり。
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「わあ、ふんわり生なまクリームに、

　チョコが、ぷちぷち見みえて、かわいいよ」

「よし、〝ぷちぷちやきバナナ〟だ」

「ぴったりだね」




　その夜よ、クークは、いい気きもちで

　まどから空そらを見み上あげた。

　夏なつの星ほしがかがやいている。

「星ほしって、何なんこあるのかな。

　星ほしも生うまれるのかな。

　ぼく、たんじょう日びが

　近ちかづいてくると、

　なんだかうれしくて、

　くすぐったくなる。

　大人おとなになっても、

　くすぐったいのかなあ。

　大人おとなになっても、

『たんじょう日び、おめでとう』って、

　言いわれると、

　くすぐったいのかなあ」
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　クークは、星ほしがいっこだけ、

　ぶるるっと、ゆらいで、

　わらったような気きがした。







　　こわいものは 好すきになれない







　空そらにとどきそうなハルニレの木きが、こずえを広ひろげて、こかげを作つくっている。

　クークは、そこにすわって、かんばんを作つくっていた。

　かんばん用ようの板いたは、父とうさんにもらった。

『空そらの家いえ』という文も字じになるように、

　枝えだを切きって、板いたにせっちゃくざいではりつける。
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「できたあ」

　楽たのしい文も字じになってクークは、まんぞく。

　さっそく、空そらの家いえに行いくと、

　かんばんを、くくりつけた。

「サーハやゲンゲンが、びっくりするよ」

　空そらの家いえは、ふんわりと、いい気きもち。

　クークは、うっとりゆらゆら、

　ねむってしまった。
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　しばらくして目めがさめると、

「ぎゃーっ」

　森もりじゅうにひびく、クークの声こえ。

　小ちいさな空そらの家いえに、一いっぴきのヘビ。

　ちょうど、入いり口ぐちにとぐろをまいていた。
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　ヘビも、うっとりゆらゆらしていたから、

　さけび声ごえにおこされて、

　じろっと、クークをにらんだ。

　クークは、かべにぴったりくっついて、

　身みうごきできなくなった。

　ヘビは、まばたきをしないから、

　よけいにこわくなった。

　ガタガタふるえながら、

「で、で、でていって……、くれますか？」

　と、かぼそい声こえでたのんだ。

「どうして？」

　ヘビは、あきらかに、いやな顔かお。

「ぼ、ぼく……ヘビさんにが手て……」

「ふん、よわ虫むし」

「す、すみません」

「わたしは、手ても足あしもないからね。

　形かたちだけで、いやがるなんて、

　ほんとにしつれいなんだよ」

　ヘビは、頭あたまをもたげて、

　クークの足あしに、すっと近ちかづいた。
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「あっわっわ」

　からかうように頭あたまをゆらして、

　足あしに、ぺたっとはりついた。

　そのとたん、クークは気きを失うしなった。

　しばらくして、

「クーク！　クーク」

　目めをあけると、

　サーハのしんぱいそうな顔かお。

[image: ]

「ヘビ！　ヘビ」

「もういないよ。だいじょうぶ」

　クークは、ぽろっと、なみだが出でた。

「ぼく、ほんとにヘビがにが手て」

「こまったね。でも、いつかは、

　だいじょうぶになるわよ」

「ぼく、ヘビにしつれいだよって、

　言いわれたけど、こわいものは、

　どうしたってこわいんだ」

「でも、ヘビも、

　空そらの家いえが気きにいったのね」
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「そーかあ。

　そうなんだ。わるいことしたかなあ」

「かんばん、すごくいいぞ」

　と、下したからゲンゲンの声こえ。

「空そらの家いえ、作つくってもらってよかった、

　わたし、毎まい日にちすごく楽たのしみなの」

　ゲンゲンが、ぴょこんと顔かおを出だして、

「おれなんか、朝あさ、目めがさめると、

　空そらの家いえがうかぶ！」

「ぼくも、おんなじ」
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　ゲンゲンが、おやつのクッキーを

　もってきたから、みんなで

　食たべていると、空そらの家いえの下したを、

　父とうさんが、通とおりかかった。

「父とうさぁん、どうしたの？」

「明日あしたの料りょう理りのために、かまどのたき木ぎを、

　今いまのうちに、あつめておこうと思おもってね」

「わたしたち、手てつだいます」

「それはたすかるな。

　じゃあ、おねがいしよう」

　かまどを作つくるため、

　もやしはじめに使つかう、

　火ひつきのよい、かれ枝えだや、かれ葉はを

　たくさんあつめるのが、

　クークたちのお手てつだい。
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　父とうさんは、火ひもちのいい、

　かたい木きや枝えだをあつめた。

　クークも、サーハも、ゲンゲンも、

　もちきれないほどの枝えだを

　あつめては、はこんだ。
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「遊あそんでるみたいに、楽たのしいな」

　と、ゲンゲンは、前まえが見みえないほど、

　枝えだをかかえて言いった。

「みんなでするから、楽たのしいわ」

　サーハが言いったとたん、

「ぎゃっ」

　クークがさけんで、もっていたかれ枝えだを

　全ぜん部ぶほうりなげた。
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「どうしたの？」

　クークの目めに、なみだ。

「枝えだだと思おもったら、ヘビだった」

「あれれ、クークはほんとによわ虫むしだな」

「ヘビのほうが、びっくりしたと思おもうわ」

　ヘビは、じろっとにらんで、

　すぐ草くさむらに入はいっていった。

「ぼくとヘビ、目めと目めが合あった」

　クークは、ぶるっとした。

「こわいものは好すきになれない」

「クーク、ヘビ！」

　ゲンゲンがクークに、

　ポンと、なにかをなげた。
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「ぎゃあーっ」

　と、にげるクーク。

「ただの枝えだだぞ」

　みんな、おなかをかかえて、わらった。

「ぼく、今日きょうは二に回かいもヘビに会あった」

「じゃあ、あと一いっ回かい会あうぞ」

「えーっ、どうして？」

「二に度どあることは、三さん度どあるって、

　母かあちゃんが言いってたから」

「ほんとなの？」

「そういえば、おれ、二に回かいおこられる日ひは、

　三さん回かいおこられてる」

　ゲンゲンは、ひょいと、ミミズを見みつけて、

　クークの目めの前まえで、ぶらぶらさせた。

「ぎゃーっ」
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「ほら、クーク、これで三さん回かい目めだ。

　ヘビもミミズもにてるから、

　今日きょうは、もう会あわないぞ」

「あ、ありがとう」

　クークたちの手てつだいのおかげで、

　たくさんの枝えだや葉はっぱがあつまった。

　父とうさんも、かたい木きを、

　たくさんあつめた。

「明日あしたのたき木ぎは、これでじゅうぶんだよ。

　お手てつだいありがとう」

　帰かえるとちゅう、サーハと

　ゲンゲンとわかれて、

　クークは、父とうさんと小こ道みちを歩あるいた。
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「ねえ、父とうさん。小ちいさい時とき、

　にが手てなものあった？」

「あったぞ。ミミズやヘビ」

「わっ。ぼくとおんなじ。

　でも、今いまは、だいじょうぶでしょ？」

「だいじょうぶだよ」

「いつか、ぼくも、

　だいじょうぶになるかな」

「父とうさんのこどもだ。

　だいじょうぶだよ」

「いつか、ヘビと友ともだちになれるかな」

「なれるよ」

　クークは、すっかりあんしんした。







　　バースデーケーキを作つくる







　家いえが見みえてくると、クークのおなかが、くうっと、鳴なった。

「お昼ひるごはんは、なにかなあ」

「そうだなあ。父とうさんのよそうでは、たまごサンドイッチかな？」

「うーん。ぼくのよそうでは、チャーハンかな」

　[image: ]家いえにつくと、母かあさんが、昼ひるごはんのよういをしていた。

　オニオンスープとオムライスだ。

「父とうさん、よそうが外はずれたね」

「ああ、大おお外はずれ！」

　クークは、オムライスに、

　ケチャップで、自じ分ぶんの顔かおをかきながら、
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「母かあさん、すごく大おおきなオムライスだね」

「そうなの。大おおきくしすぎちゃったわ」

　母かあさんは、ときどき、りょうをまちがえて、

　大おおきく作つくりすぎたり、たくさん作つくりすぎたり。

　でも、おいしくて、のこしたりはしない。

「山やまを食たべてるみたいだ」

　と、父とうさんが、わらいながら言いう。

　みんな、しっかりと食たべて、

　父とうさんは店みせに行いく。

　レストランかいてんの時じ間かんだ。

　今日きょうも、森もりじゅうの動どう物ぶつたちが

　やってくる。

　みんな、思おもい思おもいの

　ゆったりとした時じ間かんを楽たのしむ。
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　本ほんを読よんだり、

　音おん楽がくに耳みみをかたむけたり。

　スケッチをしているおきゃくさんもいる。

　店みせのテーブルやいすは、

　大おおきさが全ぜん部ぶちがう。

　大おおきな動どう物ぶつから、小ちいさなねずみ用ようまで、よういされている。

　[image: ]父とうさんは、仕し事ごとのあい間まに、

　スポンジケーキのざいりょうの

　よういをしていた。
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　明日あしたのバースデーケーキだ。

　二にだんがさねにしようと思おもっていた。

　じゅんびをしながら、

　どんなデコレーションにしようか、

　父とうさんは楽たのしそうに考かんがえる。

　レストランをしめるころには、

　もうスポンジケーキは、できあがっていた。

　下したのだんの大おおきめのスポンジケーキは、

　カカオマスを入いれて作つくったココア色いろ。

「クーク、夕ゆうごはんまでに、

　バースデーケーキを仕し上あげるぞ」

「わあ、ぼく手てつだいたい！」

　クークは、そばに

　ぴったりと、くっついて、

　父とうさんの作つくっているところをのぞいた。
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　──父とうさんの手ては、まほうの手て。

　あっという間まに、なんでも作つくっちゃう──

　父とうさんは、大おおきいほうの

　スポンジケーキを横よこに切きって、

　その間あいだに、たっぷりの生なまクリームと、

　いちごを入いれた。

　小ちいさめのスポンジケーキの間あいだには、

　たっぷりの生なまクリームと、

　わ切ぎりにしたバナナを入いれた。

[image: ]

「さあ、クーク。ケーキをかざるよ」

　大おおきめのスポンジケーキの上うえに、

　小ちいさめのスポンジケーキをのせた。

　ぜんたいに生なまクリームを、ていねいにぬっていく。

「クーク、これは、しぼりぶくろっていうんだよ。

　ここに、生なまクリームを入いれて、しぼりながら、ケーキに、

　もようをつけていくんだ。やってみるか？」

「うん、やる」

　クークは、しぼりぶくろをもって、そっとそっと、しぼりだしながら、

　いっこいっこ、花はなびらをのせるように、ケーキをかざっていった。

「き、きんちょうする！」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。きれいにできているよ」

　いちごもかざった。

　上うえのだんには、いちご、ラズベリー、赤あかスグリ、

　チョコレートをかざって、できあがり。

[image: ]

「うわ、父とうさん、こんなりっぱなケーキ、はじめて見みたあ」

「にぎやかなケーキになったなあ」

「明日あしたが、早はやくこないかな。サーハも、ゲンゲンも、びっくりするよ」

「食たべる時ときに、家いえにとりに来くるんだよ。それまでは、れいぞうこだ」




　夜よる、ふとんの中なかでつぶやいた。

「明日あしたは、ぼくのたんじょう日び」

　バースデーケーキが、頭あたまにうかんで、にんまり。

　そして、空そらの家いえを思おもいだしたら、

　今日きょうのヘビのことも思おもいだしてしまった。

　ぶるぶるっとした。

　──ぼくは、ただこわいだけ。べつに、きらいじゃないよ。

　でも、いやなのは本ほん当とう……。

　空そらの家いえに、鳥とりやりすが遊あそびに来きても、

　いらっしゃいって言いえるのに、ヘビには言いえない。

　ヘビにだって、いらっしゃいって、

　いつかは言いえるようになるかな。

　きっと、なるよね。

　それまでごめん……。
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　今いまは、むり──

　とろとろうとうと……。

　庭にわの虫むしの声こえも、クークには、もう聞きこえない。







　　森もりで パーティーがはじまった







　ピヨーピヨピヨ、ピヨーピヨピヨ。
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　ヤマゲラの声こえで、目めをさましたクークは、

　まどをあけて、朝あさのにおいを、いっぱいすった。

「いつもと、おんなじ朝あさ。

　いつもと、おんなじ鳥とりの声こえ。

　いつもと、おんなじパンのやけるにおい。

　ふふ。でも、ひとつだけ、いつもとちがうよ。

　とうとう来きちゃった、ぼくのたんじょう日び！」

　部へ屋やに行いくと、

　父とうさんと母かあさんが、

「クーク、おたんじょう日びおめでとう！」

[image: ]

　母かあさんが、ぎゅっと、

　クークをだきしめた。

　朝あさごはんを食たべおわると、

　父とうさんと母かあさんは、

　やさいや魚さかなの下したごしらえをはじめた。

「父とうさん。ぼく、すごく楽たのしみ」

「そうだな。外そとで食たべると、おいしいし、

　みんなで食たべると、もっとおいしい」

　ざいりょうをはこに入いれたり、

　食しょっ器きや、なべをよういしたり。

　クークも手てつだった。

「ちょっと早はやめだけれど、

　行いって、じゅんびしていよう」

「そうね。そうしましょう」

　クークたちは、フクロウの森もりへ向むかった。
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　森もりの入いり口ぐちで、ゲンゲンが、

　ぴょんぴょんしている。

　ゲンゲンの父とうさんと母かあさんもまっていた。

　みんなで、にもつをもって、

　森もりの中なかへ、入はいっていく。

　小お川がわは、きらきらとたえまなく、ゆらぎ、

　水みずと光ひかりがからんで、あみの目めのよう。

　水みずの底そこにある石いしや、

　すいすい泳およいでいく魚さかなが、

　はっきりと見みえる。

　にもつを下おろしていると、

　サーハが走はしってきた。

　後うしろから、サーハの父とうさんもやって来くる。

　まだ、あつまる時じ間かんには早はやいけれど、みんな、うれしくて、

　早はやくあつまってしまった。

　あいさつをしたり、もってきたものを見みせたり、

　今日きょうの小お川がわは、とってもにぎやか。

「空そらの下したで、みんなで、パーティーが

　できるのは、さいこうですねえ」

　と、ゲンゲンの父とうさん。

「いやあ、うれしくて、早はやおきしましたよ」

　と、サーハの父とうさん。

[image: ]

　ゲンゲンの母かあさんと、クークの母かあさんは、

　空そらの家いえを見みて、びっくり。

「なんてりっぱなツリーハウスなの」

「空そらの家いえって、いい名な前まえねえ」

「ぼくたちも手てつだったんだよ」

　クークは、ちょっと、むねをはって言いった。

　さっそく、みんなでパーティーのよういをはじめた。

　いすに使つかう丸まる太たをさがして、

　平たいらな石いしの上うえには、板いたをのせて、

　テーブルにした。
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「このいすとテーブルは、

　ずっとこのままにしておいて」

　と、クークはたのんだ。

「そうだな。ここで、おれたち遊あそべるもんな」

「そうよね。すごくいいわ」

　サーハもゲンゲンも、何なん回かいも、すわってみた。

　[image: ]かまどは、ふたつ作つくった。

　かまどには、あみをのせ、

　ひとつのかまどには、なべものせた。
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　火ひがしっかりと、もえはじめる。

　クークと、ゲンゲンは、

　さつまいもとじゃがいもを、

　アルミホイルにつつんで、

　おき火びになげいれた。

　このまま、ほうっておけば、やきいもになる。

「つつむだけって、かんたんだね」

「おれ、さつまいも食くうぞ」

　野や外がいパーティーに、アルミホイルは大だいかつやく。

　サーハは、ゲンゲンの母かあさんに教おしえてもらって、

　紙かみコップを作つくっていた。

　紙かみにアルミホイルをかさねて、

　おっていくと、紙かみコップができあがる。
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「これで、お水みずが飲のめるって、おもしろいな」

　サーハは、何なんこも作つくった。

　クークの母かあさんは、アルミホイルの上うえに、

　いろんなきのこと、バターをのせて、

　ていねいにつつんで、あみの上うえにのせた。

　エビ、イカ、アサリ、ピーマン、

　玉たまねぎ、なす、トウモロコシものせた。
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　[image: ]もうひとつのかまどでは、クークの父とうさんが、

　大おおきななべで、パエリアを作つくっていた。

　やさいをいためて、米こめをいためて、

　きいろいスープを入いれた。

　それから、アサリやエビ、ホタテを入いれ、たきあげた。

[image: ]

「〝森もりのパエリア〟ですよ」

　クークの父とうさんが言いった。

　みんなが、おどろくほど、ごうかいで、いいにおい。

　サーハの父とうさんも、ゲンゲンの父とうさんも、

　作つくり方かたを見みていて、かんしんしてしまった。

　みんな、おなかが、ぺこぺこだ。

「さあ、はじめよう」

　クークの父とうさんのかけ声ごえ。

「かんぱい！」

「クーク、おめでとう」

　それから、パーティーがはじまった。

　青あお空ぞらに、ぴったりのパエリアは大だい人にん気き。
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　色いろとりどりの夏なつやさい、魚さかなも、あみでやくと、

　そのおいしさに、みんな、ついつい手てがのびる。

　たくさん食たべて、のんびりゆったり。

　ゲンゲンの父とうさんが、

　木きのしっかりとした太ふとい枝えだに、

　ロープと板いたで、ぶらんこを

　作つくってくれた。

　ゲンゲンは、びゅんびゅんこいで、
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「うっひょお」

　一いっかいてんしそうになって、

　いきおいよく、空そらに

　ほうりだされてしまった。
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　鳥とりのようにとんで、草くさむらに、

　ばさっ、ばさっ、どたっ！

「ゲンゲン！」

「だいじょうぶ？」

「いてて！」

「ゲンゲン、とんでたよ！」

「おれも、そんな気きがした」

　ゲンゲンの足あしから血ちが出でている。

「きゃっ、枝えだがささってるわ」

　サーハの父とうさんが、かけつけ、

　手てあてをしてくれた。

「もうだいじょうぶだよ」

「へへへっ、サーハの父とうちゃんが、

　おいしゃさんで、よかった」

　ゲンゲンは、頭あたまをぽりぽりかいた。

　そこへ、ゲンゲンの母かあさんがあらわれて、

「こら、ゲンゲン！

　こんどやったら、

　ぶらんこにくくりつけるよ」

　ゲンゲンは、母かあさんが

　いちばんこわいから、小ちいさくなった。
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　母かあさんがいなくなると、けろっとして、

　まだぶらんこにのろうとしている。

　クークと、サーハは、ふたりのりをした。

　風かぜを切きって、びゅんと空そらに向むかった。
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　　ケーキさまの お通とおり







　ぶらんこで遊あそんでいると、父とうさんがやってきた。
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「ケーキをとりに行いってくるよ」

「ぼくもいっしょに行いく！」

　と、クークが言いうと、サーハもゲンゲンもついてきた。

「ケーキ、どんなかなあ」

　と、ゲンゲンは、早はやく見みたくてたまらない。

「お楽たのしみだよ」

　クークは、昨日きのう、手てつだったことを思おもいだした。

　家いえについて、ケーキを見みると、ゲンゲンも、サーハも、大おおよろこび。
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「こんな大おおきなケーキ、はじめて見みたわ」

「おれ、早はやく食たべたーい」

　森もりの中なかはゲンゲンが先せん頭とう、

　クーク、サーハとつづいて、

　父とうさんが、ケーキをもって歩あるいた。

　いつの間まにか、ゲンゲンが、

「ケーキさまのお通とおりだあ」

　と言いいながら、りょう手てを大おおきくふって歩あるく。

　クークもサーハも、りょう手てをふりながら大おおきな声こえで、

「ケーキさまのお通とおりだあ」

　木きの上うえでは、鳥とりたちがあつまって、

「ケーキさまだって」

「ケーキさまって、どこにいるんだ？」

「クークの父とうさんがもってるわ」

「うわあ、きれいなケーキさま」

　わいわいと話はなしながら鳥とりたちもついてくる。

「ケーキさまのお通とおりだあ」

　森もりの中なかをケーキの行こう進しんがつづく。

　小お川がわでは、大人おとなたちがにこやかに行こう進しんをむかえた。
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「なんて、大おおきなケーキ！」

「おいしそうだねぇ」

　大人おとなたちも、大おおよろこび。テーブルのまん中なかに、そおっとおくと、

「ケーキさまの、ちゃくせき！」

　と、ゲンゲンの声こえ。

　ケーキに、ろうそくを立たて、火ひをつける。

　ハッピーバースデーの歌うたが、森もりにひびいた。

「さあ、クーク。ひといきに、火ひをけしてごらん」

「うん」

　深ふかく深ふかく息いきをすって、

「ふ──────ふっ、ふっ、ふっ」
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「おたんじょう日び、おめでとう！」

　パチパチと、はくしゅの中なか、

　クークは、はずかしそう。

　サーハが、たんじょう日びプレゼントを、

　クークにわたした。

　クークは、どきどきしながら、

　ふくろをあけると、ハンカチが入はいっていた。
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「あ、ぼくの顔かおがくっついてる！」

「うん、クークの顔かおを、ししゅうしたの」

「おぉ、クークにそっくり！」

「サーハ、ありがとう」

「おい、こんどはおれだ。あけてみてくれ」

　ゲンゲンが、はこをわたした。

　とりだしてみると、はりがねが、

　ぐるぐるまいてあって、

　そこに、赤あかい木きの実みと、

　ドングリがついている。

[image: ]

「うわ、きれいだな」

「だろう？　去きょ年ねんあつめた木きの実みや

　ドングリで、作つくったんだ。

　おれのげいじゅつだ」

「うん、ありがとう」

「サーハとゲンゲンのプレゼントは、

　心こころがこもっていて、すばらしいな」

「クーク、よかったわね。

　サーハ、ゲンゲン、ありがとう」

「さあ、ケーキを切きるぞ」

　クークと、サーハと、ゲンゲンは、

　息いきがとまるほど、じっとケーキを見みつめた。
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「あはは、そんなに見みつめられちゃあ、

　手てがふるえるぞ。ちゃあんと、

　同おなじ大おおきさに切きれるかなあ」

　と、父とうさんは言いいながら、ケーキを切きりはじめた。

「二にだんを切きるのはたいへんだぞ」

　父とうさんの真しんけんなまなざし。

　クークたちは、ますます、じっとケーキを見みつめた。

　その間あいだに、母かあさんたちは、大人おとなにはコーヒー、

　こどもにはジュースを入いれた。

　父とうさんが、全ぜん部ぶきれいに切きりおわった時ときは、

「うわぁっ」

　と、かんせいが上あがった。

　父とうさんは、大おおきなおさらに、切きりわけたケーキをのせる。

「ひとり分ぶんでも、こんなに大おおきいの」

　と、ゲンゲンの母かあさんは、びっくり。
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　あますぎず、しっとりとやわらかなケーキに、

　みんなの顔かおがほころぶ。

　いちごは、大おおきなボウルに山やまもり。

　おなかいっぱいになったクークたちは、

　空そらの家いえから、おしゃべりに

　夢む中ちゅうの大人おとなたちをながめた。
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「クーク、わたしの父とうさんも、

　しょうたいしてくれて、ありがとう」

「うん」

「わたし、うれしいんだ。

　父とうさん、仕し事ごといそがしくって、いつも、わたしひとりでしょ。

　こんなにたくさんで、ごはん食たべるのはじめてだし。

　今日きょうのこと、わすれないよ」

「ぼくも、わすれない」

「みんなで、あつまって、なにかするって、いいね」

「おれも、すっごくそれ感かんじたぞ。

　父とうちゃんも母かあちゃんも、楽たのしそうだもん。

　クーク、ありがとうな」

「ぼくの父とうさんが、言いいだしたんだけど……」

「でも、クークのたんじょう日びのおかげ！」

「うん、おかげだな」

「あのね……わたし、ほんとは父とうさんといっぱい遊あそびたいんだ。

　だけど、父とうさんずっと、いそがしいでしょ。

　町まちには、びょういんが一いっけんしかないから。

　かんじゃさんが、いっぱい来くるんだって」

「サーハは、がまんするもんな」

「うちの父とうさん、たまあに、わたしのために遊あそんでくれるの。

　でも、今日きょうはちがう。今日きょうはね、父とうさんが遊あそんでる。

　それが、なんだか、すごくうれしいな」

「サーハって、えらいなあ。ぼくはいつも自じ分ぶんのことばっかり」

　クークは、かんしんしてしまった。

「そんなことないけど、大人おとなって遊あそぶことに、りゆうがいるみたい」

「大人おとなのつらいとこだな」

　と、ゲンゲンは、うなずきながら言いった。

「おれ、むちゃしてよく、おこられるけどな、

　大人おとなだって、ふしぎなとこいっぱいあるんだ」

「たとえば？」
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「おれたち、すごくうれしかったら、

　とびまわったり、ひっくり返かえったり、走はしったりするだろ。

　大人おとなは、どんなにうれしくても、とびまわったりしない。

　大人おとなは、いつから、そういうふうになるのかな」

「遊あそび方かたわすれるのかな」

　と、クークが、ぼそっと言いった。

「でもよ、大人おとなといっしょになって、

　なにかするのって、うれしいな」

「うん、うれしいね」

　父とうさんが、空そらの家いえに向むかって手てをふっている。

「さあ、かたづけて帰かえるぞお」

　こどもたちは、ゴミのふくろをもって、ゴミがかり。

　みんな、てきぱきとかたづけた。
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　遊あそびのおわりは、つぎの遊あそびのはじまり。

　クークと、ゲンゲンと、サーハは、

「また、明日あした、遊あそぼうね」

　と、やくそくした。







　　クークは どうして クークなの？







　いつの間まにか、あかねいろの雲くも。

　パーティーがおわった後あとの、心ここ地ちよいつかれ。

　父とうさんも、母かあさんも、ソファにすわって、ひと休やすみだ。

「こう茶ちゃを入いれましょうね」

　と、母かあさんが言いった。

　つよ火びで、一いっ気きにおゆをわかした。

　[image: ]ポットとカップを、おゆであたためてから、

　こう茶ちゃの新あたらしいかんをあけた。

　茶ちゃ葉ばをポットに入いれて、おゆをそそいだ。

　二に、三さん分ぷんまって、ティーストレーナーを使つかって、

　カップにそそぐ。

[image: ]

　母かあさんが、とびきりおいしいこう茶ちゃを入いれた。

　のこったこう茶ちゃは、べつの、

　あたためておいたポットに、こし入いれ、

　ポットコゼーをかけて、テーブルにおいた。

　これで三さん十じゅっ分ぷんいじょうは、あついままだ。

　父とうさんも、母かあさんも、クッキーをつまみながら、

　ゆったりと、ひと休やすみ。

「よかったなあ」

「楽たのしかったわねえ」




　クークは、部へ屋やのベッドで、ごろごろのんびり。

　今日きょうのことを思おもいだしていた。

[image: ]

　──森もりの中なかのケーキの行こう進しん、ふふふっ。

　みんなで、大おおきく手てをふって、

　ケーキさまのお通とおりだあ……。

　ぼくが、生うまれた日ひ、うれしい日ひ。

　ぼく、きつねでも、うさぎでもなく、くまに生うまれた。

　くまの中なかでも、父とうさんと母かあさんのこどもで……。

　あれ？　もしも、ちがう父とうさんと母かあさんのこどもに生うまれたら、

　ぼくは、ぼくじゃないのかな──




　クークは、ベッドからとびおきて、走はしった。

「ねえ、母かあさん。あのね、ぼくがもし、ちがう父とうさんと母かあさんの

　こどもに生うまれてきてたら、ぼくはぼくじゃないの？」

「そうねぇ、父とうさんと母かあさんが、ちがっていたら、

　クークも、ちょっとずつ、ちょっとずつ、ちがっていたわね」

「うわあ、そうなんだ。じゃあさ、父とうさんと母かあさんの

　こどもに生うまれたから、ぼくは、今いまの、このぼくなの？」

「そうよ。クークは世せ界かいじゅうで、クークしかいないの」

「それって、すごいことだね。ぼく、よく生うまれてきたなあ」

　クークは、ぶるるっとした。

「ぼくは、ぼくのまま生うまれてよかった」

「母かあさんも、思おもうわ。

　よく生うまれてきてくれたなあって」

　父とうさんが、小ちいさなはこをもってきた。

「クーク、いいものを見みせてあげよう」

　はこをあけると、紙かみが入はいっている。

　ひらいてみると、小ちいさな足あしあと。
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「クークが赤あかちゃんの時ときの、足あしの大おおきさだよ」

[image: ]

「こんなにちっちゃかったんだ」

　クークは、自じ分ぶんの足あしのうらをのぞいてみた。

「うわぁ、おっきい」

　はこの中なかから、一いっ通つうの手て紙がみを見みつけた。

「父とうさん、だれの手て紙がみ？」

「見みてごらん」

　クークがとりだすと、ふうとうには、

『みらいのクークへ』と、書かいてあった。

「だれから？」

「母かあさんよ。クークが生うまれた時ときに書かいたの。

　クークが、大おおきくなったら、見みせてあげようと思おもっていたの」

[image: ]

　クークは、手て紙がみをだきしめた。

「母かあさん、ありがとう。

　ぼく、クークって名な前まえ、

　大だい好すきだよ」
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「うれしいわ。

　クーク、たんじょう日びおめでとう」

「母かあさん、いっぱいありがとう」







　　ぼくが ぼくに 手て紙がみを書かく







　父とうさんのとなりに、ちょこんとすわって、

　はちみつミルクを飲のんでいるクーク。

　ゆったりとしたひと時とき──。

「ねぇ。ぼくは、どんな赤あかちゃんだったの？」

「ねてばっかり、泣ないてばっかり」

「そんなに泣ないてた？」

「ちょっと母かあさんが見みえなくなると、

　ずうっと、泣ないてたわ」

「思おもいだしたぞ。

　クークが赤あかちゃんの時とき、

　庭にわで、母かあさんが見みえなくなったら、

　やっぱり泣なきだしてね。

　クーンクーンて。

　そうしたら、クークの目めの前まえに、

　チョウが、とんできて、ひらひらしたんだ。
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　クークは、泣なきながら、ちらっちらって、

　横よこ目めで、チョウを見みるんだよ。

　それが、かわいくてね。

　そのうち、ひっくひっくと、泣なきやんで。

　チョウが、クークの鼻はなさきにとまった時ときは、

　くっくっと、わらって、

　そりゃ、うれしそうだった。
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　でも、チョウが、とんでいってしまったら、

　ものすごく大おおきな声こえで、また、泣なきだしたよ」

「そうね。そんなこともあったわ」

「はちみつじけんは、たいへんだったなあ」

「ふふっ、ほんと、ほんと。父とうさんがね、

　はちみつの木きを見みつけたの。

　木きのうろに手てを入いれてみたら、はちみつたっぷり。

　木きを切きって、ふたつに切きりわけてみたら、

　もう、びっくりするほど、たくさんのはちみつだったわ。

　ハチが、何なん年ねんもかけてためたのね。

　父とうさんも母かあさんも、大おおよろこびよ。

　家いえじゅうの入いれものをあつめて、

　はちみつを入いれていたの。

　その時とき、ちょっとクークから目めをはなしてしまった。

　クークは、いちばん大おおきなつぼの中なかに、

　すっぽり入はいってしまって、

　ばちゃばちゃしながら、

　はちみつを食たべていたの。

　頭あたまから足あしまで、すっかり

　はちみつにつかってね」
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　クークは、手てをたたいて、大おおよろこび。

「ぼくって、そんな時ときから、

　はちみつ大だい好すきだったの」

「たいへんだったぞ。もうべたべた。

　おふろに入いれて、

　何なん回かいも、せっけんで、あらって」

「しばらくは、クークの体からだから、

　はちみつのいいにおいがしてたわ」

「ぼく、いろんなことがあって、大おおきくなったんだね」

「そうね。びっくりしたり、ひやひやしたり。

　でも、今日きょうたんじょう日びをむかえられて、うれしいわね」

　クークのおなかが、くうっと、鳴なった。

「さあ、夕ゆうごはんにしよう」

　[image: ]朝あさ、作つくっておいたやさいたっぷりの

　クリームシチューと、バターパン、はちみつパン。

　しっかりと食たべおわると、父とうさんは、なにやら作つくりだした。

「父とうさんが、またなにか作つくってる。

　父とうさんって、料りょう理り作つくるの大だい好すきなんだね」

「よろこんで食たべてくれるから、

　ますます好すきになるんだよ」

　[image: ]と言いいながら、父とうさんは、

　かぼちゃをレンジで、やわらかくした。

[image: ]

　それから、かぼちゃクリームを作つくった。

　フライパンで、かぼちゃの生き地じをやいた。

　その生き地じに、かぼちゃクリームをぬり、

　その上うえに生なまクリームをぬり、

　もう一いち枚まいの生き地じをのせた。

　お皿さらにのせて、生なまクリームでデコレーション。

「クーク、できあがりだ。〝かぼちゃサンド〟だよ」

「おいしそう！」

　クークは、よろこんで、たっぷり食たべた。

「ぼく、母かあさんみたいに、大おおきくなった自じ分ぶんに、手て紙がみ書かきたいなあ」

「いいわね。タイムカプセルだわ」

「なあに、それ？」

「なにかに入いれて、木きの下したにうめるの。

　何なん十じゅう年ねんかたって、土つちをほって、それを見みるのよ」

「ぼく、それにする！」

　走はしって部へ屋やにもどると、書かくよういをした。

「なに書かこうかなあ……、ぼくって、どんな大人おとなになってるのかな。

　楽たのしみだなあ……、そうだ！　書かくこときーめた！」
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　クークは、書かいた紙かみを小ちいさくおりたたんだ。

　本ほんだなの上うえにかざってあった、

　こう茶ちゃのかんに入いれ、

　ぴったりとテープをはった。
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「どこに、うめようかな」

　月つきあかりの庭にわをながめていると、

「そうだ！

　サーハとゲンゲンにも、教おしえてあげよう。

　そして、空そらの家いえの木きの下したにうめるんだ。

　ぼくたち、大人おとなになったら、

　いっしょにタイムカプセルあけるの」

　クークは、すっかりうれしくなった。




　クークの家いえの明あかりはきえ、

　夜よ風かぜが、さやさやと森もりをぬけていく。
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[image: クークと父さんの料理の作り方]
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